
１．緒　　論

　成人前期の日本人男性の結婚観及び仕事観という価値

観を構成する要素は既往研究１）で得られているが，その

ような価値観がどのように変動しているかを構成要素ご

とに検証したものはない．そこで，本研究では，ウェー

ブレット多重解像度解析を用いて，成人前期の日本人男

性の結婚観と仕事観の構成要素ごとの価値観の変動つま

り心の揺れを検証する．

　近年の社会的環境の変化により，日本人女性の価値観

は変化してきたが２）－ ５），最近では，日本人女性ばかり

ではなく，日本人男性の価値観も変化してきていること

が示されてきている６）－１３）．しかし，サラリーマンなど

の平均的な日本人男性の価値観の変化に関する実証的研

究はまだ少ない．このため，加藤・柏木１）は，価値観の

中でも特に結婚観と仕事観に注目し，結婚や職業につい

て模索し決定する時期である成人前期１４）の男性を抽出し，

それらの価値観に対しインタビューによる調査を行った．

その結果，結婚観と仕事観を構成する多様な要素が得ら

れたが，その多様化の方向性は両者で異なっていた．結

婚観においては，女性に対して女らしさ以外の価値を求

めるように変化してきている者がいる一方，結婚したら

仕事をやめてほしいという伝統的な結婚観をもつ者も存

在した．また，男女平等といったタテマエがある一方，

ホンネでは自分自身の家庭では伝統的性役割を担っても

らいたいという意見もある等，結婚観の変化はまだ過渡

期的状況であった．他方，仕事観では，収入や昇進以外

にやりがいなどの価値を見出している者が多いなど，結

婚観よりも革新的な方向に変化してきていた．

　また，加藤・柏木１）は，結婚観と仕事観の構成要素に

対して最適尺度法による分析を行った．その結果，仕事

観の構成要素に対して『保守性と革新性』と『近代の日

本企業が求めている姿への適応度』の２次元の軸が得ら

れた．しかし，結婚観の構成要素に対しては個人による

考え方にばらつきが大きく，軸の解釈が明確にできな

かった．この観点からも結婚観の変化は過渡的な状態で

あることがわかった．

　本研究では，仕事観の構成要素のみならず，結婚観の
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構成要素にも『保守性と革新性』の軸を仮定する．そし

て伝統的価値観を有している程度によって被験者として

抽出した男性を分類し，仕事観及び結婚観の構成要素に

ついてウェーブレット多重解像度解析を適用し，分類さ

れた日本人男性ごとの心の揺れを調査する．さらにそれ

らの結果から，成人前期の日本人男性の価値観がどのよ

うに『保守性から革新性へ』変化してきたか，その過程

を考察していく．

２．解析方法

　成人前期の日本人男性の結婚観と仕事観の構成要素ご

との心の揺れを検証するために，彼らを伝統的価値観の

差異により，いくつかの群に分類し，各群ごとに，結婚

観及び仕事観の構成要素に対しウェーブレット多重解像

度解析１５）を適用した．

２．１　被験者の分類

　加藤・柏木１）では，成人前期の日本人男性２５名を被

験者として結婚観及び仕事観に関するインタビューを

行った．その内容をもとに，２５名を，結婚観及び仕事観

における伝統的価値観の差異により，３群ずつに分類し

た．結婚観に関しては，伝統的結婚観の者５名，伝統非

伝統混合の結婚観の者１３名，非伝統的結婚観の者７名と

なり，仕事観に関しては，伝統的仕事観の者２名，伝統

非伝統混合の仕事観の者１３名，非伝統的仕事観の者１０

名となった．

２．２　結婚観及び仕事観を構成する要素

　加藤・柏木１）では，被験者の結婚観及び仕事観に関す

るインタビュー内容を ���法の思想に従い，要素に分類

した．

　その結果，結婚観は２０要素から構成される内容にまと

められ（Table １），仕事観は１２要素から構成される内容
にまとめられた（Table ２）．さらに，結婚観及び仕事観
を構成する各要素に対して，最適尺度法による解析を

行った．その結果，仕事観の構成要素に対してのみ解釈

可能な軸，�『保守性と革新性』と『近代の日本企業が求

めている姿への適応度』の軸が抽出された．仕事観の構

成要素は『保守性と革新性』の軸に対して，負荷量の高

い順に『保守性から革新性へ』とソートした．結婚観に

関しては，明確な軸が抽出不可能であった．

　そこで，本研究では，加藤・柏木１）のデータを用い，

結婚観の要素に対しても『保守性と革新性』の軸を仮定

した．そして評定者（心理学専攻の大学院生３名）の話

し合いにより，結婚観の各要素が『保守性から革新性へ』

と並べられた．次に，３群ごとに結婚観及び仕事観の構

成要素に対する被験者の発言割合を算出した．

２．３　ウェーブレット多重解像度解析

２．３．１　離散ウェーブレット変換

　フーリエ変換は波形の高周波含有率を求めるのにきわ

めて有力な手法である．しかし，フーリエ変換は非定常

の信号をすべて周波数領域に変換するため，時間領域の

情報が失われてしまう欠点がある．すなわち，特定の時

刻における各レベルの周波数の解析といった非定常の信

号解析処理は困難であった．このような問題点を解決す

るために，�����は時間－周波数解析の立場から，ウィ

ンドウフーリエ変換を導入した．ウィンドウ関数を用い
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要　　　素

第１要素「伝統的性役割重視」

保守性

第２要素「仕事中心」

第３要素「シングルはいや」

第４要素「親と子の共生」

第５要素「子どもだったら男の子／女の子」

第６要素「家族を重要視」

中　立 第７要素「結婚に肯定的」

第８要素「結婚への後悔」

第９要素「妻・彼女の外見は気にしない」

革新的

第１０要素「明るい人が好き」

第１１要素「しっかりした女性が好き」

第１２要素「個性的な子に」

第１３要素「子どもは自由に」

第１４要素「コミュニケーションを大切に」

第１５要素「妻・彼女はパートナー」

第１６要素「妻・彼女に仕事を」

第１７要素「シングルでいたい」

第１８要素「子どもはいらない」

第１９要素「家族の個人化」

第２０要素「家事は楽しい」

Table ２　���������	�
�����

（���������	�
�������������	��
��）

要　　　素

第１要素「人生仕事」

保守性

第２要素「リストラ反対派」

第３要素「人の影響で職業を選択」

第４要素「転職はしない」

第５要素「フリーター反対」

第６要素「自分のペースで働きたい」
中　立

第７要素「定年後は好きなことを」

第８要素「フリーランス ��」

革新性

第９要素「転職 ��」

第１０要素「リストラもしょうがない」

第１１要素「女性の社会進出賛成」

第１２要素「やりたいことが決まっている」



たウィンドウフーリエ変換によって，信号のフーリエ変

換のもつ局所的な情報を取り出すことが可能となる．し

かしながら，この方法を用いた信号解析は，周波数の高

低にかかわらず，ウィンドウの幅が固定されるという問

題点がある．このような問題点を解決するために，

ウェーブレット変換は，１９８０年代初頭，フランスの石油

探査技師 ��������	により提案された．この方法の最も特

徴的な点は，信号中の様々なスケールの分布を，元の時

間軸情報を失わずに抽出することができることである．

また，ウェーブレット変換は，周波数に応じてウィンド

ウの幅を変換させる枠組みを備えており，従来から用い

られたフーリエ変換を超える新しい非定常現象の処理方

法として注目されている．

　ウェーブレット変換には，連続と離散ウェーブレット

変換がある．連続ウェーブレット変換では，基本ウェー

ブレット関数が非直交であるため，その逆変換は存在し

ない．一方，離散ウェーブレット変換は，連続ウェーブ

レット変換の基本ウェーブレット関数に対応しており，

基底関数が直交性を満足する線形変換である．しかし，

離散と連続ウェーブレット変換は本質的に異なり，連続

関数をサンプリングしたデータではなく，最初から離散

化されたデータを前提とする線形変換である．また，離

散化されたデータの個数は２のべき乗でなければならな

いことも大きな特徴である．本研究では，多重解像度解

析を用いるために，離散ウェーブレット変換を採用した．

　まず，離散値系ウェーブレット変換行列を行列形式で

定義する．本研究では，最も単純で，物理的意味が容易

に把握可能なドビッシー（���������	）の２次基底を採

用した．その基底関数の係数は以下の行列で与えられる．

� �１ 

�

　２のべき乗 n の要素からなる n 次のデータベクトル
�の離散ウェーブレット変換は，ウェーブレットスペク

トラムベクトルを �として式�２ で行われる．

� � �２ 

　ここで，上添え字「�」はベクトルの転置を示し，

ウェーブレット変換行列 W は式�１ で与えられる２次のド

ビッシー行列 C を用いて，カスケードアルゴリズムによ

り求めることができる．

　離散ウェーブレット変換の数学的意味を考察するため，

C =
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ウェーブレットスペクトラムベクトル �について考える．

ベクトル �は，データの平均的な情報をもつマザー

ウェーブレットと呼ばれる �と，全体のデータを前半と

後半に２分割した場合の変化率情報をもつ D，全体の

データを４分割した場合の変化率情報をもつ D１，D２，…，

さらに，隣接するデータの変化率情報をもつ d１�d２�����d��２，

からなる．�をレベル１，D をレベル２，D１，D２をレベ

ル３，…�と呼ぶ．

　離散値系ウェーブレット変換は直交変換であるため，

その逆変換は存在する．離散値系ウェーブレット逆変換

は，WTをウェーブレット変換行列 W の逆行列とすると，

式�３ で行われる．

� � �３ 

２．３．２　多重解像度解析

　離散ウェーブレット変換は，２n個のデータを全体の平

均的情報（和）と変化率情報（差）に変換する．さらに，

変化率情報（差）は全体を２分割した部分から隣接する

要素間までのデータ個数に応じた n 個のレベルが存在す

る．従って，全体で n ＋１個のウェーブレットスペクト

ラムに分解される．すなわち，ウェーブレットスペクト

ラムベクトルは，最も低次なレベルの要素がもとのデー

タの最も低周波な成分からなり，高次レベルの要素ほど，

もとのデータの高周波成分を多く含む．このため，

ウェーブレットスペクトラムベクトルの要素を先頭から

順次離散ウェーブレット逆変換することで，もとのデー

タの低周波成分から高周波成分まで分析することができ

る．これを離散値系ウェーブレット多重解像度解析と呼

ぶ．すなわち，多重解像度解析とは，式�４ で表すように，

離散データを順次低周波から高周波成分で表す他のデー

タの線形結合に分解する解析手法である．

� � �４ 

　この多重解像度解析により，離散データの要素ごとの

変化率と周波数または解像度のレベルの両情報を同時に

表すことが可能となる．

　一般に，ウェーブレットレベル（解像度のレベル）数

はデータの個数と基底関数の次数によって異なる．たと

えば，２次のドビッシー基底に基づいた多重解像度解析

の場合には，２n個のデータに対して n ＋１個のウェーブ

レットレベルがある．

　本研究では，結婚観と仕事観の構成要素はそれぞれ２０

個と１２個の要素から構成されているが，ウェーブレット

変換を適用するためにゼロを追加してそれぞれ３２個と１６

個の要素をもつベクトルに変形した．ゼロを追加してベ

クトルの次数を変更する方法は比較的広範に使われる手

段であり，解析結果に影響がない１５）．

X S= ⋅W T

X S S S= + + ⋅⋅⋅ +W W WT T T
n1 2 .
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３．結果及び考察

３．１　結婚観に関するウェーブレット多重解像度解析

　結婚観の構成要素（Table １）における被験者の発言割
合のデータに対してウェーブレット多重解像度解析を適

用した．代表的な結果を Fig. １から Fig. ４�に示す．横軸
は結婚観の構成要素を示す．第１要素から第５要素は

『保守性』，第６要素から第８要素は『中立』，第９要素か

ら第２０要素は『革新性』を表す（Table １）．縦軸には被
験者の発言割合を示した．

　まず，Fig. １�にレベル４の結果を示す．伝統非伝統混
合の結婚観をもつ者の『保守性』から『中立』への変動

は少なかった．そして，その『革新性』は非伝統的結婚

観をもつ者の変動傾向とほぼ一致していた．また，伝統

的結婚観をもつ者と非伝統的結婚観をもつ者の変動傾向

は，『保守性』と『中立』では一致していたが，伝統的結

婚観をもつ者は非伝統的結婚観をもつ者より『革新性』

に対する発言割合は少なかった．

　次に，レベル５の結果を Fig. ２�に示す．伝統非伝統混
合の結婚観をもつ者は，『保守性』から『中立』，そして

『革新性』においても比較的変動が少ない．変動の傾向を

見ると，伝統非伝統混合の結婚観をもつ者は，『保守性』

から『中立』の要素では伝統的結婚観をもつ者とほぼ同

様であることがわかる．他方，その『革新性』は非伝統

的結婚観をもつ者と相反する傾向が示唆された．伝統的

結婚観をもつ者は，『保守性』と『中立』に大きな変動が

見られたが，『革新性』では変動が少ない．非伝統的結婚

観をもつ者は，『保守性』と『中立』には変動が見られな

いが，その『革新性』では大きな変動が見られる．

　Fig. ３�にはレベル６の結果を示す．伝統非伝統混合の
結婚観の者は，『革新性』の要素間で大きな変動が見られ

た．伝統的結婚観の者は，『保守性』の要素間で変動が見

られた．非伝統的結婚観の者は，すべての要素間で変動

が見られる．

　さらに，Fig. ４�にはレベル１から５までの和を示す．
つまり，Fig. ３�に示したレベル６の結果をデータのバラ
ツキとした平均的再現データである．この結果から『保

守性から革新性へ』の変動傾向はどの群においても異

なっていることが示唆された．
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３．２　仕事観に関するウェーブレット多重解像度解析

　仕事観の構成要素（Table ２）における被験者の発言割
合のデータに対してウェーブレット多重解像度解析を適

用した．代表的な結果を Fig. ５から Fig. ７�に示す．横軸
には仕事観の構成要素を示す．第１要素から第５要素は

『保守性』，第６要素と第７要素は『中立』，さらに，第８

要素から第１２要素は『革新性』を表す（Table ２）．縦軸
には被験者の発言割合を示す．

　まず，レベル４の結果を Fig. ５ に示す．伝統非伝統混
合の仕事観をもつ者は，『保守性』と『中立』において大

きな変動を示したが，『革新性』に対する変動は比較的小

さく，『保守性』における変動傾向は伝統的仕事観をもつ

者とほぼ一致していた．伝統的仕事観をもつ者は，『革新

性』に対しては変動が見られなかった．これに対し，非

伝統的仕事観をもつ者は，『保守性』に変動がほぼ見られ

ない反面，『中立』から『革新性』へ至る部分で大きな変

動が見られた．

　次に，レベル５の結果を Fig. ６に示す．伝統非伝統混
合の仕事観の者は，『保守性』，『中立』，『革新性』のいず

れでも変動は小さかったのに対し，伝統的仕事観の者は，

第１要素から第４要素までの『保守性』に大きな変動が

見られた．他方，非伝統的仕事観をもつ者は，『中立』か

ら『革新性』に大きな変動が見られた．つまり，非伝統

的仕事観をもつ者と伝統的仕事観をもつ者は相反する傾

向をもっていることが読み取れる．

　最後に，Fig. ７は最も高いレベル５の結果をデータの
バラツキとした平均的再現データを示す．レベル１から

レベル４までの和である．伝統非伝統混合の仕事観の者

は，『保守性』が大きく，『中立』で低下し，『革新性』は

少なく，伝統的仕事観の者に近い変動傾向をもっていた．

また，伝統的仕事観の者は極めて明確な『保守性』を

もっていたのに対し，非伝統的仕事観の者は，『中立』を

保ちつつ明確な『革新性』をもっていた．

４．結　　論

�１ �成人前期の日本人男性は，伝統的価値観の差異にか

かわらず，結婚観及び仕事観における『保守性』（保

守的な考え方）と『革新性』（革新的な考え方）の間

で心の揺れを示していることが明らかになった．

�２ �成人前期の日本人男性の仕事観においては，伝統的

な考え方と非伝統的な考え方が混合した者と伝統的

な考え方の者は，類似していることが判明した．

�３ �ウェーブレット多重解像度解析を用いることにより，

加藤・柏木１）では明らかにならなかった結婚観及び

仕事観の構成要素ごとの心の揺れを検証することが

可能となった．

�４ �本研究の結果により，ウェーブレット多重解像度解

析の心理学への適用の可能性が示唆された．

�５ �今後，本研究の知見を一般化するためには，大標本

による調査が不可欠である．
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